
                  

令和 3 年 2 月吉日 

芝本町地域の皆様方  各位 

地域包括支援センター 御中 

                             デイサービス若芝 

センター長 渡部浩考 

 

運営推進会議の代替措置のご連絡 

 

拝啓 新型コロナウイルスによる緊急事態宣言が発令されております。皆様に於かれましても大変なご

苦労をされていることと思います。心よりお察し申し上げます。また、平素より『デイサービス若芝』の

運営にあたり、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

 さて、H28 年 4 月の介護保険法の改正に伴い、サービスの質の確保を目的とした運営推進会議を定期

的に開催することとなっており、「第 10 回デイサービス若芝運営推進会議」を開催する時期となりまし

た。しかし、「新型コロナウイルス感染拡大防止」を考慮し、人が集まるような会議・研修等を控えざる

を得ない状況にあります。前回に引き続き、書面での活動報告等により代替させていただくこととなり

ました。 

 大変残念ではありますがワクチン接種が進み社会全体が落ち着いた頃に、あらためて会議の開催をご

案内させていただければと考えております。書面の内容に限らず、ご意見やご質問などございましたら、

別紙ご意見メモ・お電話などご遠慮なくお問い合わせいただけると幸いです。今後とも弊事業所へのご

理解とご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 

 

敬具 

 

デイサービス若芝    

センター長 渡部浩考 

管理者：宇佐見恵子   

Tel：055-983-0808  

  



（ 別 紙 ）ご意見メモ 

 

ご意見等ございましたら下記メモ欄をご活用いただき FAX 等にてご一報ください。 

 

運営推進会議の書面による代替報告(デイサービス若芝)を受けてご質問やご意見 

 

 

その他、お問合せなどございましたら 

 

 

お名前：             

 

所属等：             

 

FAX 送信先＝＝＞０５５－９８３－０８１１ 

                   メ ー ル＝＝＞ｉｎｆｏ＠ｃｏｍ－ｗｏｒｋ．ｊｐ 

  



（別紙） 活 動 の 報 告 等 

 

 

【報告の目的】 

利用者様(ご家族様)、市町村職員、地域住民の代表者等に対し、サービス内容等を明らかにし、地

域に開かれたサービスとすることで、サービスの質の確保を図ることを目的としています。 

 

 

【運営状況】 

 (令和 3 年 1 月 31 日時点) 

  利用者様：24 名（平均稼働率 96%） 職員：7 名 

11 月頃から新規のご利用の問い合わせが増えています。おかげ様でフル稼働の状況ですが、風邪

をひいたり体調不良が生じやすい季節です。コロナの影響もあって、単なるカゼだとしても慎重に

対応させていただきながらご利用いただいております。 

 

 

【活動の報告】 

   新型コロナウイルスの感染拡大防止を受けて、通常の行事や活動も制限されることが多くなって

います。代替企画など新たな取り組みを通じて利用者様の生活作りを継続してまいりました。比較

的に感染がおさまっていた時期に菊祭りに一部参加するなど、状況をみながら慎重に活動を続けて

おります。屋内での創作活動、生け花、調理企画、近隣散策、菊祭りへの一部参加、避難訓練 

   事業所として防災食の補充交換なども適宜実施しております。 

 

 

【コロナ対策について】 

   高齢者施設はクラスターのリスクも高い施設です。一方で休止してしまうと影響を受ける利用者

様が大勢でてしまいますので、できるだけ通常に近い形で運営ができるように努めています。ご面

倒なお願いもさせていただいておりますが、今後ともご協力のほどよろしくお願い致します。 

 

▶情報／通知の発信…書面や情報誌にて適宜発行、ホームページへの掲載、送迎時の確認伝達 

 

▶感染防止 

  職  員：マスク着用、消毒徹底、毎朝検温、県外への移動情報共有、抗原検査の受検(正社員) 

  

 利用者様：お迎え前の検温、可能な限りマスク着用、県外移動等の情報共有 

      ※気になるときには速やかに連絡をくださり本当にありがとうございます。皆さまのご協

力に本当に感謝しかありません。一緒に協力してコロナを乗り切ろうとしてくださりと

ても助かっております。 



 

  事 業 所：・消毒液、マスク、エタノール、手袋類、非接触型体温計等の追加購入と備蓄 

       ・換気、サービス終了後のフロア全面の消毒、送迎車両内の消毒 

       ・3 密状態にならないように職員休憩室の分散利用、業務改善として ICT ツール活用 

       ・外部の方の入室制限 

 ・抗原検査受検（2/5 検体提出、2/8 に受検者全員の陰性の通知あり） 

 ・PCR 検査キットの備え（非常時に速やかにスクリーニングするため） 

 

        

  ※県外移動や県外者との接触を理由に一律で利用休止をお願いすることはしておりませんが、 

状況を教えていただき、現実的な判断を個別に行っております。発熱などの場合には解熱後 24

時間程度の期間を開けてからの再開をお願いしております。 

 

 

【その他】 

 次回の運営推進会議の開催予定は令和 3 年 8 月頃を予定しております。開催の可否、開催の時期等の

詳細につきましては、コロナウイルスの影響を考慮して追ってご連絡させていただきます。 

 


